
たばこ税は貴重な町の財源です。�たばこの購入は鏡石町で�

大分県豊後大野市（旧大野郡大野町）�

　今月号は、大分県豊後大野市出身の面川さんにお話

しを伺いました。�

　豊後大野市は、平成17年に５町２村が合併して誕生

し、県庁所在地の大分市と瀧廉太郎が少年期を過ごし

た竹田市に隣接する、人口約４万３千人のところです。

面川さんは「学校の遠足や花見に、ボタン桜がとても

美しい烏帽子岳に行ったことを思い出しますね」と話

していました。�

　面川さんは、自営業の面川青果店での仕事が趣味で

あり、生きがいとなっているそうで、家族の健康のため、

なるべく料理は手作りのものを出すように心掛けて

いるそうです。�

　町の印象を「町に来て間もなく、たくさんの方々に

かわいがってもらいました。人の輪などすばらしい町

だと思いますね。」と語っておられ、まちづくりについ

ては、「みなさんいろいろな事業に対して積極的に明

るく取り組まれています。通学する子ども達に明るく

あいさつするようにしています。子どもが元気に通学

する町はすばらしいですね」と話してくださいました。�

�
　このコーナーにご協力いただける方を募集します。
故郷の思い出を語ってみませんか。お問い合わせは、
町総務課（　62-2111）までお電話ください。�

面川　順子さん（岡ノ内）�面川　順子さん（岡ノ内）�

■「ゴミの減量化」の�
　キーワードは�
　家庭ゴミを減らすこと！！�

　
町
交
通
安
全
協
会
（
小
貫
良
巳

会
長
）
は
、
須
賀
川
ド
ラ
イ
ビ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
と
共
催
に
よ
る
高
齢

者
向
け
の
交
通
安
全
教
室
を
４
月

10
日（
木
）
に
開
催
し
ま
し
た
。�

　
初
め
て
の
試
み
と
な
る
こ
の

教
室
に
は
、
町
内
の
老
人
ク
ラ

ブ
か
ら
約
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
ス
ク
ー
ル
の
横
山
指
導
員
、

川
本
指
導
員
が
講
師
を
務
め
、「
反

射
材
の
効
用
」
、
「
安
全
な
横
断

の
方
法
」
に
つ
い
て
教
室
を
開

き
ま
し
た
。
ま
た
、
教
習
所
内

で
は
実
際
に
交
通
事
故
を
体
験

す
る
場
が
企
画
さ
れ
、
乗
用
車

に
乗
っ
て
、
タ
イ
ヤ
が
巻
か
れ

た
ブ
ロ
ッ
ク
に
自
動
車
を
ぶ
つ

け
る
と
い
う
体
験
が
行
わ
れ
ま

し
た
。�

　
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、
交

通
安
全
に
理
解
を
深
め
、
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
に
向
け
た

取
り
組
み
へ
、
一
層
強
い
意
欲

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。�

�

え　ぼ　し だけ�
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５
月
19
日（
月
）
か
ら
25
日（
日
）

ま
で
の
１
週
間
は
、
「
春
季
行
政

相
談
強
調
週
間
」
で
す
。�

　
こ
の
行
政
相
談
は
、
み
な
さ
ん

が
普
段
、
役
所
（
国
・
県
・
町
）

の
仕
事
や
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
仕
事

に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望

を
受
け
付
け
、
皆
さ
ん
と
行
政
機

関
な
ど
と
の
間
に
立
っ
て
、
相
談

に
応
じ
る
も
の
で
す
。�

　
町
で
は
、
春
の
行
政
相
談
週
間

の
一
環
と
し
て
、
次
の
と
お
り
特

設
行
政
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。�

◎
行
政
相
談
委
員�

�������

・
名
前
　
三
浦
光
幸
さ
ん�

・
住
所
　
前
山
18
―
１�

・
連
絡
先
　
　
62
―
７
７
０
７�

◎
日
時�

　
５
月
20
日
（
火
）�

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分�

◎
場
所�

　
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

�����������

　
町
で
は
町
民
相
談
と
併
せ
て
毎

月
第
一
日
曜
日
と
20
日
（
日
・
祝

日
の
と
き
は
翌
日
）
午
後
に
、
町

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
に
お
い
て
行

政
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
人
権
擁
護
委
員
の
西
間
木
清
さ

ん
、
心
配
事
相
談
員
の
添
田
盛
弥

さ
ん
、
行
政
相
談
委
員
の
三
浦
光

幸
さ
ん
の
３
名
は
、
木
賊
町
長
を

訪
れ
、
昨
年
度
の
相
談
結
果
を
報

告
さ
れ
ま
し
た
。�

　
昨
年
度
の
相
談
件
数
は
、
個
別

に
受
け
た
相
談
も
含
め
26
件
と
な

り
ま
し
た
。�

　下の表は、平成18年度と平成19年度の鏡石
町のゴミの排出量を比較したものです。�
　鏡石町の１年間に出されるゴミの総量は、10
年来年々増加していましたが、19年度わずかな
がら減少しました。�
　しかし、家庭から出されたゴミを見てみると、
燃えるゴミだけが51.6ｔ増えています。これは、
１家庭から約13キ　　ロ家庭ゴミが増えている計算と
なります。�
　「ゴミの減量化」は燃えるゴミをいかに減ら
すかが大きなポイントになっています。燃える
ゴミの約６割は生ゴミです。生ゴミを減らすめに、
食材を無駄なく使い切ったり、捨てるときに水
切りを徹底するなど、ゴミの減量化にご協力下
さい。�

生ごみの減量化と有効利用のためEMバケツ�
　　　　　　　　　　　　　設置奨励金交付中�

19年度�
鏡石町の�

ゴミ収集実績�

1年間の収集量（t）�

鏡石町で出されたゴミ総量�

◎問い合せ先　町健康福祉課　　62－2115

燃 え る ゴ ミ �
�
燃えないゴミ�
�
合 計 ��
資 源 物 �

3,569.4�
（2,833.2）�

156.5�
（149.5）�
3,725.9�
（2,982.7）�
（254.2）�

3,580.8�
（2,781.6）�

176.3�
（176.2）�
3,757.1�
（2,057.8）�
（257.8）�

99.7％�
（101.9％）�
88.8％�
（84.8％）�
99.2％�

（100.8％）�
（98.6％）�

18年度� 前年対比�

（　）は、家庭から出されたゴミ�

春
季
行
政
相
談
強
調
月
間

春
季
行
政
相
談
強
調
月
間�

春
季
行
政
相
談
強
調
月
間�

５
月
19
日
〜
25
日�

広　　　告�

高
齢
者
交
通
安
全
教
室�

を
開
催�

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が�

義
務
づ
け
ら
れ
ま
す�

道路の横断には危険がいっぱい�

報告書を持参する３名の委員�
左から木賊町長、三浦さん、西間木さん、添田さん�

　
平
成
19
年
６
月
に
道
路
交

通
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

今
年
６
月
13
日
か
ら
13
歳
未

満
の
子
ど
も
の
自
転
車
乗
車

時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
保

護
者
の
努
力
義
務
化
と
な
り

ま
す
。�

　
子
ど
も
を
自
転
車
の
補
助

イ
ス
な
ど
に
同
乗
さ
せ
る
場

合
も
同
様
と
な
り
ま
す
。
子

ど
も
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
準
備

し
て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

さ
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。�

町民相談報告�


